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　セネガル国の東部内陸部に位置するタンバクンダ州は、
全国でも貧困人口の多い地域に属しており、安全な水への
アクセス率は30％程度と、全国平均72％（2007年）を大き
く下回っている。同国政府は、安全な水の供給を主要な開
発課題に位置付け、農村部の給水率を2015年までに82％に
引き上げる方針を掲げており、「水と衛生のミレニアムプ
ログラム」を策定して給水行政を進めている。この中で、
深井戸給水施設の改修・拡張がわが国に要請された。
　本事業は09年に２回の協力準備調査を実施し、要請のあ
った55サイトのうち、優先順位の高い19サイトを実施対象
に選んだうえで、概略設計を行った。無償資金協力による
給水施設の改修・拡張として、水源となる井戸、貯水槽、
配管、公共水栓・家畜水飲み場・車両給水所、付属する機
械室などを改修または新設するほか、老朽化した既存の水

中モータポンプや発電機を更新する。井戸については新規
掘削14カ所、改修10カ所に上る。
　これによって、19サイトに住む住民約15万人を対象に、
一人当たり１日35�の安全な水が適正な給水施設から供給
されるようになるとともに、大型家畜5.5万頭、小型家畜
8.4万頭にも水を供給することが可能になる。また、新規の
井戸掘削によって給水施設の寿命が延びるほか、「住民主体
の水利用者管理組合」活動を導入することで、持続的な運営・
維持管理を実施する体制が整えられる。最終的には、村落
住民の衛生状況の改善、水汲み労働の負担軽減、さらには
貧困削減などが期待される。
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15万人に安全な水を供給、衛生状況の改善や貧困削減にも寄与
［セネガル］タンバクンダ州給水施設整備計画

日本テクノ（株）コンサルティング

　南太平洋大学（USP）は、12の島しょ国（フィジー、ク
ック、キリバス、マーシャル、ナウル、ニウエ、ソロモン、
トケラウ、トンガ、ツバル、バヌアツ、サモア）によって
1968年に設立された。本部のあるラウザラキャンパスはフ
ィジーの首都スバにあるが、各国のキャンパスとは日本が
無償援助したUSPNet（衛星通信）でつながっている。
　太平洋地域は域内における情報格差（デジタル・デバイド）
が著しい。また、通信インフラが未発達なため、ITを活用
できる人材やIT関連産業の育成も困難な状況である。USP
はこの地域の情報通信技術（ICT）教育においても中心的
役割を担ってきたが、同大学のICT関連学科への応募学生
数は2005年以降、１万人を超えるようになり、施設や機材
の整備が追いつかない状況になった。
　このような状況を改善するために、本計画ではUSP内に

ICTに関する研究・教育・訓練を行うセンターを建設し、
機材の整備が行われた。第１期ではコンピューター実習室
やメインサーバー室、ビデオ会議室などを含む２棟の施設
建設と機材整備が完了した。今回紹介する第２期では、大
洋州の伝統的舞踏をデジタル化し配信する目的にも使われ
る多目的講堂の建設と、音響システム・映像システム、舞
台装置などの整備が実施された。このプロジェクトの完了
によって、USPではICT教育のカリキュラム数の増加や研
修コースの拡張などが可能となった。将来的には、同大学
が輩出する人材によって域内のデジタル・デバイドも徐々
に解消されていくことが期待される。

1 多目的講堂の外観

既存施設での過密収容状態が解消される3

2 講堂の座席数は304席。
車椅子用のスペースも4席ある 舞台から客席を望む4

5 引渡しセレモニーで鍵箱が手渡される
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（株）梓設計コンサルティング

太平洋地域のICT(情報通信技術)教育を充実させるために
［フィジー］南太平洋大学情報通信技術センター（Japan-Pacific ICT Centre）整備計画（�/�期）

6 完成した機械室パイプライン掘削中の現地ワーカー達3

2 完成した家畜用の水飲み場
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1 施設全景：高架水槽はシャトー・ドーと
呼ばれ、村の発展の象徴となっている 4 井戸掘削の「呼び揚水」に集まる

子供たちと建設中のシャトー・ドー

井戸掘削状況5

よ　ようすい
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